
皮 の 効 溌

ル コ リ ン

純 粋 な

一 定 の LIli

た

p

C

れ

ベ

M

P

ら

嗣

D

M

相

を

ー

D
が

と

川

村
ーを

ー｢川山
中tI
Jヽ

.
C

修士論文題目･アブストラクト

し て .は ジ ミ リ ス ト イ ル ホ ス フ ア チ ジ

い た ｡

系 の 陣 氾 過 程 に お い て 周 糊 120̂ 税 政 の は ば

た ｡ 界 氾 過 税に お い て は 周 期 は 温 度 が 苅 く な

る に つ れ て ､ 134̂ (10.3℃ ) か ら 117人 (2l.6℃ ) と 城 少 し .

弧 皮 依 71-･性 を 崩 す 幌 向 が 詑 め ら れ た .

こ の 系 に コ レ ス テ ロ ー ル を■加 え る と ､ リ ッ プ JL/構 迫 が 純 粋

DM i- C 系 よ り IE い 配 LR 哨 m に 存 在 す る こ と が わ か っ た . コ

ス テ ロ ー ル を 4.9 molX い さ

で･､ 177^ か ら 29Ô に
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3. X線熱散漫散乱波の回折

牛 田 勝 利

結晶内で熱散漫散乱 したⅩ線が同じ結晶内部の網平面でブラッグ反射すると回折線が現れる｡

この回折線 の観測に,封入管球からのX線 を使用 して写真法による観測が行われたが,強度分

布 に対 しての定量的な評価を得 るにはいたらなかった｡近年,放射光等の強力なⅩ線源の利用

によって, このような回折線を定量的に,精密に観測することが可能になった｡ここで株,単

色化 したシンクロ トロン放射光を用いゲルマニウムにおける22-0逆格子TDS斑点近傍で観測

される回折線が,Ⅹ線波長,結晶の厚 さ,結晶方位,結晶温度等の変化に対 しどの様 に依存す

るかをカウンター及びイメージング ･プレー トを用いて観測 した｡また得 られた回折線 の強度

分布 と動力学的回折理論による強度式 とを比較,検討 した｡その結果,回折線がTDS波の完

全結晶における異常透過現象 として説明できることが明らかになった0
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